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金
谷
郷
の
法
光
寺
と
縣
神
社
を
舞

台
に
「
よ
う
こ
そ
寺
子
屋
へ
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
東
金
市
の

市
民
団
体
「
ふ
る
さ
と
支
援
協
議

会
ひ
と
の
わ
」
が
主
催
し
、
町
内

外
か
ら
41
人
の
子
ど
も
た
ち
が
参

加
。
子
ど
も
た
ち
は
、
江
戸
時
代

に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
と
の
設

定
で
、
侍
や
火
消
し
、
町
奉
行
な

ど
か
ら
、
ゲ
ー
ム
や
書
道
・
剣
道

な
ど
の
指
南
を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
域
の
人
た
ち
の
協
力

で
、
竹
馬
や
お
は
じ
き
な
ど
の
、

昔
の
遊
び
を
教
え
て
も
ら
っ
た
り
、

お
に
ぎ
り
や
、
と
れ
た
て
の
野
菜

が
振
る
舞
わ
れ
た
り
と
、
楽
し
み

な
が
ら
郷
土
文
化
を
体
験
。
子
ど

も
た
ち
か
ら
は
「
昔
の
遊
び
は
ゲ

ー
ム
よ
り
難
し
い
け
ど
、
お
も
し

ろ
か
っ
た
」
、
「
み
ん
な
と
協
力

し
て
遊
べ
て
楽
し
か
っ
た
」
な
ど

と
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

昔
の
遊
び
や
書
道
・
剣
道
な
ど

を
通
じ
て
子
ど
も
た
ち
に
交
流
を

深
め
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
環
境

問
題
や
郷
土
の
歴
史
に
も
関
心
を

持
っ
て
も
ら
お
う
と
、
７
月
21
日
、

江
戸
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ

よ
う
こ
そ
寺
子
屋
へ

まちまち ニュース
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町内の話題をお届けします

踊
り
や
花
火
で
夏
を
彩
る

地
曳
き
ま
つ
り

広 報

　

恒
例
の
地
曳
き
ま
つ
り
が
、
８

月
11
日
に
白
里
中
央
海
岸
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
ぼ
さ
ま
踊
り
、
大
網
白

里
音
頭
、
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
な

ど
多
様
な
踊
り
を
中
心
に
構
成
。

踊
り
手
は
、
浴
衣
や
仮
装
な
ど
華

や
か
な
装
い
に
身
を
包
み
、
ま
つ

り
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

姉
妹
町
の
中
之
条
町
か
ら
は
、

総
勢
50
人
が
来
町
し
、
伝
統
芸
能

の
「
八
木
節
」
を
披
露
し
た
り
、

「
ぼ
さ
ま
踊
り
」
に
参
加
し
た
り

し
て
、
町
民
同
士
の
交
流
を
深
め

ま
し
た
。

　

ま
た
、
幼
稚
園
・
保
育
園
児
が

砂
山
の
高
さ
を
競
う
「
砂
や
ま
遊

び
」
や
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
添
え
て

花
火
を
打
ち
上
げ
る
「
メ
ッ
セ
ー

ジ
花
火
」
も
実
施
。
ま
つ
り
の

フ
ィ
ナ
ー
レ
に
は
、
例
年
を
大
き

く
上
回
る
約
２
千
発
の
花
火
が
、

夜
空
を
彩
り
ま
し
た
。

〈
砂
や
ま
遊
び
の
結
果
〉

▼
優
勝
＝
ぶ
ど
う
チ
ー
ム

　
　
　
　
（
大
網
幼
稚
園
）

▼
準
優
勝
＝
ダ
イ
ニ
レ
ン
ジ
ャ
ー

　
　
　
　
　

レ
ッ
ド（
第
２
保
育
所
）

▼
第
３
位
＝
白
里
チ
ェ
リ
ー
ズ

　
　
　
　
　
（
白
里
幼
稚
園
）

自
然
災
害
に
備
え
て土

の
う
積
み
訓
練

　

自
然
現
象
に
よ
る
洪
水
・
高
潮

等
に
よ
り
災
害
が
発
生
し
た
と
き
、

人
命
と
財
産
を
守
り
、
被
害
を
最

小
限
に
と
ど
め
る
た
め
に
は
、
地

元
市
町
村
や
消
防
機
関
の
果
た
す

役
割
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
水
害

に
対
し
て
迅
速
か
つ
的
確
に
対
応

で
き
る
よ
う
、
山
武
郡
市
水
防
連

絡
会
主
催
の
水
防
訓
練
が
、
７
月

25
日
、
町
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

訓
練
に
は
、
山
武
土
木
事
務
所
、

南
消
防
署
、
千
葉
県
建
設
業
協
会

山
武
支
部
、
管
内
市
町
等
が
参
加
。

大
雨
に
よ
り
河
川
が
増
水
し
、
堤

防
が
決
壊
す
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と

を
想
定
し
た
も
の
で
、
参
加
者
は
、

指
導
員
の
説
明
を
受
け
た
あ
と
、

３
班
に
分
か
れ
、
土
の
う
を
作
り
、

改
良
積
み
土
の
う
工
法
と
呼
ば
れ

る
水
防
工
法
で
、
約
７
m
の
土
の

う
の
堤
防
を
完
成
さ
せ
、
い
ざ
と

い
う
と
き
に
備
え
ま
し
た
。

アスリートの星たちが全国へ

瑞穂小学校体操部
みんなの力で大会4連覇

　大網中陸上部の榛澤聖子さん（３年）と増
穂中陸上部の齋藤佑以加さん（２年）が、「関
東中学校陸上競技大会」と、「全日本中学校陸
上競技選手権大会」への出場を決めました。
　榛澤さんは「全日本中学校通信陸上競技大
会千葉県大会」の２００メートルの部に出場
し、25秒76（３位）を記録。齋藤さんは「千葉県

中学校総合体育大会」の８００メートルの部に出場し、２分16秒（１位）を記録して、そ
れぞれ全国への切符をつかみました。
　７月30日には金坂町長に出場を報告。齋藤さんは「記録を出せたのは周りの人たち
のお陰。感謝の気持ちを忘れずがんばりたい」、榛澤さんは「練習してきたことを、すべ
て出し切りたい」とそれぞれ意気込みを話しました。
　なお、「全日本中学校陸上競技選手権大会」では榛澤さんは予選敗退、齋藤さんは
準決勝で敗退。「関東中学校陸上競技選手権大会」で榛澤さんは5位、齋藤さんは2位
に入賞しました。

　山武郡市小学校体操競技大会が、7
月25日、増穂北小学校を会場に行わ
れ、瑞穂小学校が、男女総合優勝で、見
事、大会4連覇を達成しました。
　この大会は、山武郡市内の各小学校
の体操部が、マット・鉄棒・跳び箱の3種
目で得点を競い合うもので、選手たちは、緊張することなく、落ち着いた様子で演技を
披露していきました。
　体操部の石井浩人先生は、「連覇していることで、子どもたちの意識が高くなってい
る。先輩たちから引き継いでいるという思いも強く、一生懸命練習に取り組んできた結
果だと思う」と子どもたちのがんばりをたたえました。

▲改良積み土のう工法を学ぶ参加者

▲よさこいソーランの演舞

▶
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
っ
た
打
ち
上
げ
花
火

▲齋藤さん（左）と榛澤さん（右）

▲昔の遊びを教わる子どもたち

▶
縣
神
社
の
境
内
で
行
わ
れ
た
ス
イ
カ
割
り


